
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 新聞とインターネットの役割の切り分けができるようになり、どちらのツールも状況に合わせて使い分けることが大切だということを認識できたのは大きな成果だった。メディアリテラシーの在り方に生徒たちが目を向けてくれることは、情報社会を生き抜くうえでとても大切だと思う。
生徒たちと、じっくり膝を突き合わせて記事を読みこみ、議論をしたいと思っていたが叶わなかった。情報の収集から自分の意見の発表までの一連の流れに時間を使いたかった。情報収集→情報分析→プレゼンの過程をもう少し時間をかけて指導したい。
	TextField2: 普段あまり目がいかない新聞記事や情報を読むことで、新聞の役割を再認識し、以降、じっくり多くの記事を読めるようになった。また、異なる新聞の同記事を読むことで、情報のとらえ方や各新聞社や記者の発信姿勢に興味を持ったようだ。
	TextField2: ①各班（政治分野・経済分野・三面記事・スポーツ分野・広告・地域面分野・総合分野）ごとに三大ニュース　を選択する。（1時間）
②各班ごとに、それを選んだ理由と班内での議論の経過をプレゼンテーション（3時間）
③各班ごとに、プレゼン内容をもとにレポートを作成する。（５時間）
　（留意点）
　　○単なるスクラップに終わらせないために。選んだ記事と同じ出来事をインターネットで検索し、対比さ　　　せることとした。
　　○記事のみにとらわれず、広告・株式欄・求人欄・投稿などにも目を向け、新聞の役割を認識させるよう　　　にした。
　　○プレゼンは、班全員で行い、必ず役割分担をして全員が参加したことが目に見えるようにさせた。
　　○レポートは班の意見にあわせて、個人的な意見を書かせるようにした。
	TextField2: インターネットと新聞の違いを体験しよう（3時間）新聞スクラップに取り組もう（2時間＋課外活動）
三大ニュースのとその理由をプレゼン使用（5時間）レポートをまとめよう（1時間）　合計11時間＋課外活動
	TextField2: 自分たちが選んだニュースをきちんと分析し、三大ニュースとして選択した根拠と班内でどのような議論をしたかが、きちんと伝えることができるか。情報収集からプレゼンまでの流れがうまくできたか。
	TextField2: 政治分野・経済分野・三面記事・スポーツ分野・広告・地域面分野・総合分野の班にわかれて作成したスクラップから、三大ニュースを選び、その記事に至る過程をまとめ、プレゼンする。

	TextField2: スクラップした記事から三大ニュースを決定しよう
	TextField2: 社会科　現代社会　生徒25名
	TextField2: 高校1年生
	TextField2: 服部　義忠
	TextField2: 東山中学高等学校
	TextField1: 新聞というツールの役割



